
新収蔵のピラネージ作《ピラネージ作品力タログ》および『ローマの景観』

　　自筆の献辞，制作時期，ステート，来歴に関する調査報告＊

越川倫明

　本稿は，本年報の「新収蔵作品目録」に収録されたジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネー

ジ作，『ローマの景観』（135点連作中の60点，G．1989－1～60）および《ピラネージ作品カタロ

グ》（第1ステート，G．1989－61）に関する，現在までの調査結果を報告するものである。こ

の二作品は，計61葉を革の表紙で装丁した書籍の形で購入された。註1）購入時の保存状態

は，若干の紙葉のマージンに損傷補修の跡が見られるほかは，きわめて良好であった。

　ピラネージが最初に『ローマの景観Vedute　di　Roma』のシリーズをてがけたのは，1746

年から1747年頃と推定される。註2）以後作品は順次独立した形で刊行され，1778年の残時

まで制作が続けられた。グランド・ツアーでローマを訪問する外国人を中心に人気の高か

った『ローマの景観』は，そのすべてに数種のステートが知られ，19世紀にいたるまで数多

くの刷りが繰り返されている。ハインド註3）に従ってそのエディションの大別を示すと，

　　A．試し刷り（タイトルなし）

　　B．同時代ローマ版（1778年以前）

　　C．残後ローマ版（1778～1800年）

　　D．第一パリ版（1800～1807年）

　　E，中間パリ版（1807～1835年）

　　F．パリ，フィルマン・ディド版（1835～1839年）

となり，さらにローマのカルコグラフィアによる刷りが続く。購入された『景観』60点は，

連作中初期の段階にあたる，1761年までに制作された59点のグループ，およびその直後

（1761年内）に制作された《パンテオン》1点（Hind　60）である。全作品がハインドのステー

トの1～mに含まれ，上記のエディション分類のBに属している。各紙葉のフィジカルな

特徴を観察することにより，連作中3点だけが伝来の途中で差し替えられたものであり（こ

の点については後述する），残りの57葉および《カタログ》は当初からのセットである可能

性がきわめて高いことが明らかになった。この事実の重要性は，購入されたセットが，

1761年というピラネージの活動の重要な転機にあたる年に，ピラネージ自身の手で一人の

パトロンに献呈されたものであることを示唆する点にある。この年，ピラネージはローマ

の版元ジョヴァンニ・ブシャールから独立して，フェリーチェ通り（現システィーナ通り）

のトマーティ邸に新しく自身のアトリエを構えるとともに，『牢獄』第二版を初めとして新
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たに多くの野心的な出版計画を開始した。実際，今回購入されたセットは，同年のピラネ

ー ジの活動に関する知識に，ささやかな一史料をつけ加えるものと考えることができる。

1．《力夕ログ》

　1756年に『ローマの遺跡Antichita　Romane』4巻を出版して大きな反響を得たピラネー

ジは，1761年2月にローマのサン・ルカ・アカデミーに入会を認められ，同時に，それまで

に発表した作品を6巻の合本の形で同アカデミーに提出した。この時初めてピラネージは，

自分の作品の題名を一枚の紙葉にリスト化し版刻した《ピラネージ作品カタログ（ジョヴァ

ンニ・バッティスタ・ピラネージにより今日までに刊行された全作品カタログCatalogo

delle　Opere　Date　Finora　alla　Luce　da　Giovanni　Battista　Piranesi）》を制作し，同献呈本

に添付している。註4）この《カタログ》の原版には，その後につくられた作品が次々に追加

されていき，現在少なくとも27の異なったステートが知られている。註5）事実上この《カタ

ログ》はピラネージの自作の広告用であり，利用者であるコレクターの側も購入に関する

チェックに用いた一種の「消耗品」であるため，必ずしも現存例は多くはない。しかし，新

たな作品が制作されるごとにステートが改編されたため，ピラネージ作品の制作順序，制

作年代を推定する上で，その史料的価値はきわめて大きいのである。

　今回購入された《カタログ》（fig．1）は，サン・ルカ・アカデミーに献呈されたのと同一の，

最も早いステートである。壁に張り付けられた紙片に擬して作品タイトルのリストと内容

紹介が掲げられ，周囲には様々な古代遺物のモチーフ，あるいはサン・ピエトロ広場や凱

旋門を表した版画があしらわれている。版の最下部にはピラネージの新しいアトリエの住

所が記され，独立直後の意気込みを感じさせる。印刷された記載内容中，『ローマの景観』

は59点のみ，最終的に16点で発売された連作『牢獄』（第二版）については，いまだ「全15点，

価格15パオリ」と記されている。註6）

　興味深いのは，この紙葉の中央の紙片の下部に「いとも高名なるオリヴィア・ホープ

Olivier　Hope殿に」というピラネージの自筆献辞が，ペンで書き込まれていることであ

る。さらには，1761年のこの時点で既刊または刊行準備中だった作品の題名，すなわち

『ローマの景観』の第60番目《パンテオン》（同シリーズのリスト末尾），および右上に古代遺

跡を扱った4点の作品名（『ファスティ・コンスラーレスFasti　Consulares　Romanorum』

『カンプス・マルティウスCampus　Martius　antiquae　Urbis』『アックア・ジュリアの城Del

Castello　del1’acqua　Giulia』『フチーノ湖の運河Del1’Emissario　del　Lago　Fucino』）が，や

はりペン書きで追記されているのである。このうち，『アックア・ジュリア』は1761年に刊

行，『ファスティ・コンスラーレス』と『カンプス・マルティウス』は同年出版許可がおりて翌

1762年刊行（前者の題名は『ラピデス・カピトリー二』となる）された。註7）興味深いことに、

ここには，結局ピラネージの存命中には刊行されなかった『フチーノ湖』が現れている。代
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fig．1新収蔵の：．カタログ（第1ステート）

　　　　Copy　dedicated　to　Olivier　II〔，pe（lst　stateL　The　National　Museum　of　Westem　Art．　Tokyo，
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fig・2サン・ルカ・アカデミーのくカタログ》（第1ステート）

　　　Copy　dedicated　to　the　Accademia　di　S．　Luca（1st　state）．　Accademia　Nazionale　di　S，　Luca，　Rome．
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fig．3　J．スミス献呈の．カタログ・．（第2ステート）

　　　　Copy　dedicated　to　Joseph　Smith｛2nd　statcL　Andrcw　Robis〔，11　Collectiol｝．　Washington　D．　C．
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わって実際に出版されたのは『アルバーノ湖の運河』（1762年出版許可，翌年刊行）であり，

今日知られている他の《カタログ》の例は，ペン書きであれ版刻されたものであれ，すべて

こちらの題名を記載している。だとすれば，ピラネージは少なくとも1761年のある時期

『フチーノ湖』を先に出版することを考えていたが，間もなく（おそらく同年内に）計画を変

更して『アルバーノ湖』を出版したことになる。註8）

　以上の記述内容を，これまでに知られている初期のステートを示す《カタログ》のいくつ

かの例と比較してみよう。上述のようにローマのサン・ルカ・アカデミー献呈本に添付され

た《カタログ》（同アカデミー所蔵／fig．2）註9）は，同じ第1ステートであり，版刻された内容

は今回購入の《カタログ》とまったく同一である。やはりペン書きで「いとも優れたるアカ

デミー会員諸氏に」という献辞があるが，一方，作品名のペン書きによる追加はいまだな

されていない。明らかにアカデミーへの献呈は，「オリヴィア・ホープ」への献呈よりも時

間的に前に行なわれている。一方，パトロンないしディーラーとして著名なヴェネツィア

駐在英国領事ジョゼフ・スミスJoseph　Smithへの自筆献辞の入った第2ステートの《カタロ

グ》（ワシントン，A．ロビソン・コレクション／fig．3）註Io）では，《パンテオン》がすでに版刻

され，また『牢獄』に関する記述は「16点，価格20パオリ」に変更されている（上述の4つの作

品は依然としてペン書き，ただし『フチーノ湖』はすでに『アルバーノ湖』に変更されてい

る）。従って，今回購入の《カタログ》は，時間的に，アカデミーに献呈されたものとスミ

スに献呈されたものの中間に位置することは明らかであり，一般にスミスへの献呈も1761

年内に行なわれたと考えられていることから，間違いなく1761年に比定することができ

る。

　ピラネージの年来の友人でヴァティカン図書館の司書官だった美術史学者ジョヴァン

ニ・ボッターリGiovanni　Bottariへの献呈は，これら3点よりもさらに遅く行なわれてい

る（ローマ，国立版画館所蔵，第5ステート／fig．4）。註ll）そこでは，《パンテオン》と上記4

つの作品がすでに印刷され，他方『景観』の第61番目の《シビラの神殿，ティヴォリ》がペン

で追加されている。このように，「オリヴィア・ホープ」に対するピラネージの献呈がジョ

ゼフ・スミス，あるいはジョヴァンニ・ボッターリといった重要な人物に対する献呈よりも

早く行なわれていることは注目すべきであり，この人物がピラネージの友人ないしパトロ

ンとして看過すべからざる意味をもっていたことを窺わせる。それでは，このオリヴィア

とはいったい誰なのか，またピラネージとはどのような関係にあったのだろうか。

Lオリヴィア・ホープ

　これまでのピラネージ文献に現れる，唯一ホープの名をもつ人物は，現在アムステルダ

ム国立美術館にあるピラネージの暖炉の注文者であるアムステルダムの銀行家，ジョン・

ホ・一一プJohn　Hope（1737－1784，新古典主義の著述家・コレクターとして著名なディープ
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fig．4　G．ホッターリ献呈のxカタロクバ第5ステート）

　Copy　dedicated　to　Giovanni　Bottari（5th　state）．　Gabinetto　Nazionale　delle　Stampe，　Rome．

ディーンのトマス・ホープThomas　Hope　of　Deepdene［1769－1831］の父）である。註12）こ

の暖炉のデザインは，ピラネージが1769年に出版した『様々なる暖炉の装飾Diverse

Maniere　d’Adornare　i　Camini』に収録されている（fig．5）。購入後の調査の結果，《カタロ
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　　葉

　　　　　　　　Nrt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．㍉

グ》の献辞に現れるオリヴィアは，やはり同じホープー族に属し，実際，ジョンとは従兄

弟にあたることが明らかになった。

　このホープ家はもとスコットランドの出身で，17世紀にオランダに移り，銀行家・商人

として成功を収めた。fig．6は，　J．E．エリアスの系図学的調査に基づいて筆者が構築した

家系図である。註13）オリヴィアは1731年，イサーク・ホープとマリア・ファン・フリールデ

ンの息子としてロッテルダムに生まれた。若年期の経歴を特徴づけるのは，フランス，ド

イツ，イタリア，ギリシャ，スイス，スペインにわたる，きわめて広範囲な旅行である。

のち彼はフランス軍に志願して入り，ルイ十六世のもとで大佐を務めた。晩年はオランダ

にもどり，生涯結婚することなく，1783年にロッテルダムで残している。註14）

　オリヴィアは，ヴィンケルマンの保護者でありローマの古美術品取引に大きな役割を果

たしたアレッサンドロ・アルバー二枢機卿の友人だったことが知られており，1760年末に

は，アルバー二枢機卿をローマに訪ねている。1759年7月4日に，アルバー二はロッテルダ

ムのオリヴィアに宛てて手紙を書き，火事にあった自分の別荘のために陶食器を入手する

よう依頼している。註15）また1760年10月3日付，ボローニャの劇作家フランチェスコ・アル

ベルガーティ・カパチェッリに宛ててデリスで書かれたヴォルテールの書簡中に，ヴォル
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f19。6ホープ家系図

　The　Hope　family　tree．　　　　　　　　　　　　　Henry　Hope

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1630冒つ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Anna
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　Archibald
　　　　　　　　　　　　　　　　（1664－1741／43）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Anna　Claus

Henry　of　　Henrietta　Maria

Cavendish　　　＝John　Goddard
〔ユ736－1811）

Henry　　Archibald」r．　　』ohn　　」ames　　　Esaac　　　　Thomas　　Anna　Elisabeth　　Adrian　　Zachary　　Lewis
　　　　　　　　　　　　　（†1766）　　　　　　（1704冒1779）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1709－81）　　（1711－1770）

　　　　　　　　　　　　　＝Maria　van　　＝Margaretha　　　　　　　　　　　　　　　　＝Agatha　van
　　　　　　　　　　　　　Vlierden　　　　Marchelis　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vlierden

i　　l
　　　　　　め　　　　　じv　ロ

、搬，一輔i鞭贈　　A，、，ha＿敵・、b、ld

Ann　Goddard　Sara　G，　　Henriette　G．　　　　　Thomas　o「　　Adrian　Elias　Henry　Philip

〔1763－1809）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Deepdene　　　（1772－1834）　　　（1774－1839）

＝」ohn　Williams　　　　　　　　　　　　　　　　（1769－1830）

テールはその書簡をイタリアに向かう「騎士ホープ殿un　cavaliere　chiamato　M．　Hope」に

委ねた旨を記している（「なかばイギリス人，なかばオランダ人で，しかもたいへんな金持

ちときており，いわば三重に自由なお人です。彼はイタリア全部，それにギリシャまで見

て回るつもりです」）。註16）ピラネージがオリヴィアを知ったのは，まず間違いなく，後者

のこのローマ訪問の機会であったと思われる。

　そののち，1764年8月3日付で，コンスタンティノープル旅行中のヴィルヘルム・ムツェ

ル・シュトッシュにヴィンケルマンがローマから送った書簡の中では，ヴィンケルマン自

身が「ホープ氏Herr　Hope」に同行してコンスタンティノープルに旅行する誘いを受けた

旨が記されている。註17）さらに筆者は，ヴィンケルマンのもうひとつの書簡に「ホープ殿
　　　l
Lord　Hope」が言及されているのに気づいた。彼が数年にわたりジャン・ルドヴィコ・ビア

ンコー二に宛ててローマの古物発掘事情を書き送っていたことが知られているが，その一

通（1763年3月26日付）に，新たに発掘された一彫刻作品の購入者としてホープの名が挙げ

られている。註18）明らかにヴィンケルマン，シュトッシュ，ビアンコー二は名字だけで誰

をさしているのか互いに理解しており，二つの言及は同一の人物を指しているように見え

る。確かに，この人物がオリヴィアであるのか，あるいは従兄弟のジョンであるのかは確
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言できないが，1760年前後の前者のローマ滞在，アルバー二周辺との近接を考慮すれば，

より若いジョンよりもオリヴィアの可能性が高いように思われる。註19）

　オリヴィアとピラネージ，あるいはオリヴィアとアルバー二周辺との具体的関係に関し

て，これ以上のことは現在のところ筆者には知ることができない。しかしながら，独立直

後のピラネージがこの裕福な若い旅行者に作品を献呈した事実は，彼が独自に立てた様々

な出版計画のためにオリヴィアからなんらかの資金援助を期待したことを示唆するもので

はなかろうか。

皿．《カタログ》と『ローマの景観」

　当初に述べた通り，60点の『ローマの景観』のステートおよびフィジカルな特徴を観察し

た結果は，このシリーズ（若干の例外を除いて）と，疑いもなく1761年に献呈された《カタ

ログ》とが，最初からセットをなしていたという結論を支持するものとなっている。以下，

この点について述べておきたい。

　1761年のアトリエ移動後に制作された第60番《パンテオン》を除き，他の59点の諸ステー

トについては，作品に版刻された販売場所の住所の表記様式に従って，以下のような推移

が大別される。

　　a）住所表記がなされる以前（試し刷り等）

　　b）版元ジョヴァンニ・ブシャールの住所入り（1761年以前の刷り）

　　c）ピラネージ自身の住所と価格表示入り（1761年以降1778年以前の刷り）

　　d）価格表示の削除（死後の刷り，1778年～）

当然，1761年に制作された《パンテオン》以後の作品（Hind　60～135）には，　bのステートは

存在しない。一方，今回購入されたセットの大部分をなすHind　1～59は，住所表記によ

って，1761年を境に刷りの時期を区別し得るわけである。

　1761年2月にサン・ルカ・アカデミーに献呈された合本中の『景観』は，ブシャールの住所

を記したbのステートであることが知られている（アカデミー献呈本の『景観』には現在43

点しか現存していないが，A．ロビソンの研究註20）により，当初は56点を数えたことが知

られている）。今回購入の『景観』のステートは，アカデミー献呈本と同じく，ほとんどが

ブシャールの住所をもつものであり（但し，スペースの関係からか，最初から最後までブ

シャールの住所入りステートが現れなかった作品もある），註21）サン・ルカ・アカデミー献

呈本の『景観』とたいへんよく似た内容を示しているわけである。このことは，添付された

《カタログ》が，アカデミー献呈の《カタログ》に対して時間的にごくわずかに後のものであ

る点と，よく符号する。

　次に，本シリーズがわずかな例外を除いて，当初からのセットであるという仮定を，作

品のフィジカルな側面から検証したい。注目すべきことに，本シリーズのほとんどすべて
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の紙葉の同じ位置（右側マージン）に，特徴的なしわが観察される（fig．7）。これは，かすか

に見える程度のものからはっきりとしたものまで深さは様々だが，同じ箇所に同じ角度で

入っており，明らかに同一の原因によって生じたものと判断される。さらに，これらのし

わは，例外なくプレート・マークの境（画面に入るところ）で消えており，しわができたの

fig．7購入されたセットに見られるしわの例（｛ロトンダ広場）裏面，斜光撮影）。縦に走っているのはプレート・マークである。

　Crease　on　A’acza　delta　Rotonda｛verso）photographed　in　raking　light．　The　plate　mark　is　running　vertically．

は，後世の取扱いの結果ではなく，刷りの行なわれる「以前」（あるいは刷りの工程の間）で

あることが分かる。このしわをもつ紙葉は，おそらく，ある時に一度に刷られたのであ

る。

　このしわをもたない紙葉は，《カタログ》と，《パンテオン》（Hind　60），そして他の3点

の作品《第二扉絵》（Hind　2），《サン・セバスティアーノ聖堂》（Hind　13），《フォーロ・ロマ

ー ノの一角》（Hind　41）である。《カタログ》と《パンテオン》は，59点のグループが刷られ

た後に，新たに追加されたものと解釈することができる。それでは他の3点はどうであろ

うか。

　　Hind　2：この紙葉の色は他の紙葉（べ一ジュがかった白）に比べて著しく白い。しかも

　　　　　　そのステートは，予想されるブシャールのステートより早く，住所表記がな

　　　　　　される以前（上述のa）のステートである。

　　Hind　13：この紙葉は住所表記を欠くが，この作品にはブシャールの住所を版刻したス

　　　　　　テートは知られておらず，同時期の刷りの可能性もある。しかし，本来のセ

　　　　　　ットに属さないことは，別の面から明らかである。購入時の装丁（今世紀の

　　　　　　もの）では，小口部分に褐色の着色がなされているが，この紙葉の切口だけ

　　　　　　は白いままである。従って，この紙葉は比較的最近になって本シリーズに挿
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　　　　　　入されたものと考えられる。

　　Hind　41：この紙葉も，　Hind　2と同様，ブシャール以前のステートである。紙の色は

　　　　　　他よりやや黄色味がかっている。

　従って，これら3点の作品は，当初から欠けていたか，あるいは本シリーズが伝わる過

程で欠を生じ，補われたものと想定するべきである。残りの計56点には，紙質，ウォータ

ー
マークにも明瞭な同質性が見られる。註22）それらは，本来59点（？）のセットとして同一

時点で刷られ，当初から一冊を成していた紙葉群と考えられる。ピラネージはこれに《カ

タログ》と《パンテオン》を加え，《カタログ》にペン書きの追記を行なった上で，1761年の

比較的早い時期にオリヴィア・ホープに献呈したわけである。

N．来歴

　購入された書籍の装丁はごく新しいものではあるが，そこにはロマン主義の彫刻家アン

リ・ド・トリケッティ男爵Baron　Henri　de　Triquetti（1804－1874）註23）およびチャイルド家

Childeの蔵書票が保存されている（fig．8）。このセットがピラネージからオリヴィア・ホー

プに直接献呈されたものだとすれば，どのような状況のもとにホープ家からド・トリケッ

ティ家に所有が移ったのか。この点で，両家の接点をなしているのが，オリヴィアのも

うひとりの従兄弟であるカヴェンディッシュのヘンリー・ホープHenry　Hope　of　Caven－

dish（1736－1811／fig．6参照）である。

　父がアメリカに移住したためヘンリーはボストンに生まれたが，1760年オランダに渡

り，次いで1762年には同世代のジョンと共にホープ商会の共同経営者となっている。1780

fig．8アンリ・ド・トリケッティとチャイルド家の

　蔵書票
　Ex　libris　of　Henri　de　Triquetti　and　that

　of　the　Childe　family．
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年代なかばに彼は，ハーレム近郊に豪華な新古典主義の大邸館を建てることを計画した。

「ヴェルヘレーヘン館」の名で知られるこの邸宅（fig．9）は1789年までには完成し，熱烈な美

術品収集家であったヘンリーのコレクションを擁する一大美術館の観を呈したという。註24）

現在ボストン美術館に所蔵されるベンジャミン・ウェストの《ホープ家の肖像》（1802年／fig．

10）には，ヘンリー，妹のヘンリエッタ・マリアHenrietta　Maria，その娘のアン・ゴッダ

ルドAnn　Goddard，その夫ジョン・ウィリアムズJohn　Williamsと5人の子供たちが描か

れている。註25）画面左手に座るヘンリーの背後の家具の上には，ヴェルヘレーヘン館の模

し　　　　　識

fig　9ヴェルヘレーヘン館

　Paviljoen　Welgelegen，

fig　loヘンジャミン・ウエストホープ家の肖像，ポストン美術館

　　Benjamin　West，　TJte　Hθpe　Fω〃めot　Sw！｛’｝tlittin、　Kt’nt　Museum　of　Fine　Arts，　B　o　g，　to　n
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型が置かれているのをはっきりと見分けることができる。ナポレオン軍の侵攻を避けてヘ

ンリーがロンドンに移った後，この邸館はジョン・ウィリアムズの手を経て，1808年にオ

ランダ王ルイ・ナポレオンに売却された。

　19世紀初頭に書かれたオランダ建築に関する著作の中で，ヴェルヘレーヘン館の設計に

「サルディニア王国領事，ド・トリケッティ」なる人物が関わったという記述が残されてい

る。註26）ごく最近になって，この人物は当時アムステルダムに在住していたサルディニア

領事で，アマチュア建築家でもあったミシェル・ド・トリケッティ男爵Michel　de　Tri－

quetti（1748－1821）に同定された。註27）ミシェルは彫刻家アンリの父であり，アンリという

名自体が，友人であるヘンリー・ホープの名にちなんでつけられたとも考えられる。

　以上のような状況から，我々は今回購入された献呈本の来歴について，少なくともその

大筋を再構成することができる。子供のないオリヴィアの死後，おそらく献呈本はヘンリ

ーの所有に移ったのであろう（ちなみに前述のピラネージのデザインに基づく大理石の暖

炉飾りの場合も，おそらくジョン・ホープの死後に，ヘンリーの所有となってヴェルヘレ

ー ヘン館の蔵書室に置かれていた）。註28）具体的ないきさつは不明だが，次いで献呈本は

ヘンリーからミシェル・ド・トリケッティに渡る。それは，深い愛着を抱いた邸館から無念

の思いでロンドンに移る折に，友人に贈った記念の品だったかも知れない。その後，この

書籍はアンリ・ド・トリケッティの娘の結婚を通じてチャイルド家に伝わった。註29）

　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

　以上のように，今回西洋美術館が購入したシリーズは，1761年というピラネージの活動

の転機にあたって，アルバー二枢機卿のサークルに属するひとりのグランド・ツリストに

対して彼が行なったアプローチを証する一史料をなしている。おそらく彼の意図は，版元

から独立後の出版計画のために，資金の援助を得ることにあったと思われる。オリヴィ

ア・ホープがピラネージのパトロンとして実際になんらかの役割を果たしたか否かは知る

由もないが，彼らが互いに知己であった事実は，後年ジョン・ホープから与えられた暖炉

の注文と無関係では有り得ない。またジョンの息子ディープディーンのトマス・ホープの

著作に見られるピラネージ作品への鋭い興味は，オリヴィアとピラネージとの関係を考慮

することによって，より歴史的なコンテクストをなすものであろう。実際，好奇心に満ち

たオリヴィアの若年期の経歴は，やはり広範な旅行で知られるトマスにとっての直接の先

例であった。
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ABSTRACT

On the Newly Acquired Piranesi Volume, Views of Ronze, and an Early Copy

of the CataIQgo inciso

Michiaki Koshikawa

   In 1989 the National Museum of Western Art, Tokyo, acquired a volume contain-

ing sixty of Giambattista Piranesi's Vk7dute di Roma as well as an early copy of the

first state of his Qztalago Inciso (fig. 1). Subsequent investigations have shown that the

volume constitutes an interesting document pertaining to the artist's activities in 1761.

The Catalago bears an autograph dedication to Olivier Hope, a member of the Dutch

banker-merchant family (see fig. 6), who was close to the circle of Cardinal Alessandro

Albani. The set of sixty Vbdute was presented to Hope, together with the Ctztalago,

soon after Piranesi's dedication of six volumes to the Accademia di S. Luca in early

1761. Perhaps the Tokyo volume testifies to Piranesi's attempt to receive financial

support for his publication projects. We do not know if Olivier Hope ever acted as

Piranesi's patron, but surely their acquaintance affected Oliver's cousin, John Hope, in

his commission of a chimney piece design (fig. 5).
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